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施設所在地

１．活動のテーマ
＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

10⽉
・形で遊べるコーナーを設け、⼦どもが⾃由に遊ぶ環境を⽤意する。
・⼦どもの姿を写真・動画・発⾔メモ等で記録する。
・記録を基にカンファレンスを⾏い、⼦どもの姿や遊びの広がりについて共有する。
2⽉
・園内外で⾝の回りのいろいろな形を探す活動を取り⼊れる。
・玩具や機材を⽤いて形を作ったり描いたりしながら、⾒⽴て遊びへとつなげる。
・⼦どもの姿を記録し、カンファレンスで環境や関わりについて振り返る。

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）
ネフスピール、リグノ、ニューブロック、各種パズルなど、形の特徴が異なる玩具を複数⽤
意した。組み合わせや構成の違いに気づけるよう環境を整えた。また、プロジェクターを活
⽤し、⼦どもが作った形を⼤きく映し出して共有できるようにした。
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（テーマに関する⼦どもの興味関⼼、園の特⾊など）
本園では、⼦どもが⽇々の遊びの中で、⾝の回りの素材や玩具を⽤いて⾒⽴てあそびやつも
り遊びを楽しむ姿が多く⾒られる。その姿から、令和7年度園内研究主題を「⾃分を表現する
⼦ども 〜⾒⽴てたりつもりになったりして楽しむ遊びへの保育者の援助と環境構成〜」と
して設定し、研究を進めている。
その中で、⼦どもたちはブロックを組み合わせて形をつくったり、絵本の中の形に気づき⾔
葉で表現したりと、形そのものへの興味や、形を使って“何かに⾒⽴てて表現する”姿が⾒られ
るようになってきた。これらの姿から、⼦どもが様々な形に出会い、どんな遊びが⽣まれる
のか、どんなものが作れてどのように表現が広がるのかを、遊びの中で探求できるようにす
るため、本テーマを設定した。



４．探究活動の実践
＜活動の内容＞

＜活動中の⼦供の姿・声、⼦供同⼠や保育者との関わり＞

【② 問いを考える】
「どんな形ができるかな？」
さまざまな形に触れる中で、⼦どもたちの中から⾃然と発想や⾔葉が⽣まれ、その時々の興
味や関⼼に気づきながら探究を深めていく。
【③環境をデザインする】
ネフスピール、リグノ、ニューブロック、各種パズルなど、形の特徴が異なる玩具を複数⽤
意して、遊びが発展し深まることの楽しさを味わえる環境を構成をする。
【④探究活動を実践し、記録する】
形から何を想像し何に⾒⽴てて遊びが広がっていくのかという視点から、⼦どもたちの表現
や遊びの展開について捉えていく。
⼦ども姿や声からどのように興味や関⼼を寄せ⼯夫して遊んでいるかを記録する。遊びの様
⼦を写真や動画で記録する。
【⑤振り返る・共有する】
カンファレンスで⼦どもの姿を写真や動画で共有し、保育者の援助や環境構成について話し
合い、振り返りを⾏う。話し合った内容を、⽇々の保育で実践する。記録したものをドキュ
メンテーションなどで保護者と共有する。

・いろいろな形の玩具を⼿に取り、積み重ねたり組み合わせたりしながら、⾃分なりに試す
姿があった。
・「ライオン作りたい」と⾔い、「ライオンはどんな形？」「丸とギザギザだよ」と友だち
や保育者と話しながら、形の特徴を思い浮かべて組み合わせる場⾯も⾒られた。
・形の向きや⼤きさ、⾊に⽬を向けながら、ブロックやパズルで箱型や⾞などを作る姿が⾒
られた。無地のパズル⾯を使うなど、形そのものに関⼼を向ける様⼦もあった。
・⾝の回りの形を探す活動では、標識や信号、マンホールなどに注⽬し、「四⾓と三⾓だ
よ」「丸があった」と友達や保育者に⾃分なりの気付きを伝えていた。
・製作活動では、四⾓や三⾓を貼り分け、形の違いにも気づきながら表現する姿があった。
・プロジェクターに映し出された形や物を観て、保育者の⾔葉がけに応じたり、⾃分なりの
気付きを伝えたりする姿が⾒られた。

活動の様⼦が分かる写真 2枚以上を貼付してください。
（HPなどで公開する可能性がありますので、公開可能なものを使⽤ください。）



５．振り返り
＜振り返りによって得た先⽣の気づき＞
⼦どもたちは形に触れ、積み重ねたり組み合わせたりしながら、⾃分なりに⼯夫して遊びを
広げていた。「ライオン作りたい」と話したり、友達と形の特徴について伝え合う場⾯もあ
り、形を何かに⾒⽴てて楽しむ様⼦が⾒られた。
また、⾝の回りの形にも⽬を向け、積み⽊を並べたり置き⽅を変えたりし、置く場所を⼯夫
して⾒⽴て遊びに広げるなどしていた。想像⼒を働かせながら遊んでいる姿から、⼦どもた
ちの豊かな発想⼒が感じられた。
友達や保育者と教え合ったり伝え合ったりするやり取りも⾃然に⽣まれ、同じ場で形に触れ
て楽しむ姿が⾒られた。今後も、⼦どもの興味に寄り添いながら、環境や援助を⼯夫し、⼀
⼈⼀⼈の気付きや表現を⼤切にしていきたい。


